






































































































































































































































































章）、教材開発・編成論（4 章）、古典教育方法論（5 章）と考究し、古典教育の構想（6 章）を行っ
た。本研究には、次の成果が認められる。
１ 学習者の主体的学びの促進
学習者の興味・関心・問題意識を喚起し、学習を意欲的・主体的にする。
２ 学習者の古典を読む力の育成
学習者自らが主体的な学習を展開するための、学習方法、読む力が設定され、それらを身に付ける
学習が行われる。
３ 古典教育方法の開発
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学習者の主体的な学習活動のための方法の開発がなされた。
ア．個別化、イ．活動化、ウ．協同化、エ．創造化 オ．発展化を要素とする指導方法の開発が行
われ、交流によって学びを深めることにつながる。
４ 教材の開発・編成による主体的学び
学習者の興味・関心・問題意識を喚起するための、また、育て高めるための教材が開発・編成され
る。教材は、学習者の実体に応じて選定・開発・編成された。
５ 主体的文学体験
学習者の文学体験が重視され、学習者によって創造的な形象化と意味付け・価値づけがなされ、古
典との関係性が強められる。
６ 創造的読みによる古典の内化
主体的、創造的な読みによって、本質的な古典の継承・発展につながる。
今後は、構想した古典教育を実践に移し、検証し、改善することが求められる。
以上
